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RESTECの事業
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データ販売から
情報サービス提供へ リモートセンシング技術に関す る

コンサルティングを含む付加価値
情報提供サービス

ソリューション提供事業
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リモートセンシング事業環境の変化
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クラウド環境

衛星データ
プロバイダ

衛星データ
プロバイダ

衛星データ
プロバイダ

クラウド環境

分析サービス分析サービス分析サービス

衛星能力小型化、高分解能化、
SARをはじめとするセンサーの多様化

クラウドと直結する衛星受信システムと
多数の衛星の最適化運用

商用クラウドとのネットワークの高速化に
よるデータセンターの仮想化および

データ提供のユビキタス化

データの質、量の増加、
IoT、ドローンなどによる

現場情報収集能力の強化

商用クラウドによるAI等の分析能力の向上

従来の利用事業者やベンチャー等、異業
種からの参入の活発化

オープン＆フリーデータの増加による
利用者への障壁の軽減
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RESTECにおける新たな取り組み
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大型・小型を問わない
多様な衛星データ取り扱い

ミッションデータ運用、データの校正・検証

プラットフォームの活用

衛星データを主体としたソリューション提供
サービスと各種実証事業

ドローンや防犯カメラ等の
画像・映像処理サービス

オンライン等の新しい研修サービスの開始
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リモートセンシング利用拡大に向けたイメージ
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公共的インフラとなる
プラットフォームや環境の整備

利用サービス事業の拡大

利用方法
（レシピ）

容易なアクセス
利用促進環境

データの
スーパーマーケット

衛星開発・運用

利用推進の基盤

利用事業の推進

国際展開・連携

定型化、汎用化による
水平展開可能なパッケージ

衛星データの継続的供給

レストラン
「ソリューション」

迅速かつ正確で
多様なデータ

国産製品・サービスの展開

人材育成
（料理教室）

衛星データ以外の
データ

アーカイブ

各国への展開

AI等のツール
（本格調理器）

例えば・・・（料理に例えてみる）

産地直送
衛星データ
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今後の展望
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１）ソリューションサービス・製品の拡大とリモートセンシングソリューションの社会実装の両立
当たり前の様にリモートセンシング技術が使われる社会を実現する。

２）リモートセンシング技術とIT技術の融合による技術開発
プラットフォーム、IoT等のIT技術と融合によるリモートセンシング技術の実用性向上

３）モニタリングから予測へ
従来のモニタリング能力の強化を行うと共にリスク予測等で役立つソリューション提供を行う

４）国内外様々な事業者様との協業による事業拡大
協業によるソリューションサービスの開発、拡大を図る。

宇宙技術を用いたソリューションの社会実装
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